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研究成果の概要（英文）： We have hitherto reported evidence that the differential flank 
growth that causes phototoropic curvature is regulated by blue light-induced growth 
inhibitors (Bruinsma-Hasegawa theory).  In this study, we report that blue light promoted 
the accumulation of H2O2 and subsequent lignification in the illuminated sides and in 
the Raphanusanin or DIMBOA applied halves of seedlings of Raphanus sativus L. or Zea mays 
L., respectively.   Therefore、these specific blue light-induced growth inhibitors 
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植物の  "運動 " のうち、進化論で
著名な C.Darwin(1880 年 )に始まり
多くの生物学者が最も注目し研究
の対象としたものが  "光屈性 "であ
る。光屈性のメカニズムは近年まで






















と 国 内 で は 慶 應 大 学 (Yamamura)な
ら び に 大 阪 府 立 大 学 (Ueda and 
Miyamoto)との共同研究、国外では
イ ギ リ ス の York 大 学 (Firn and 
Digby)、 ド イ ツ の Freiburg 大 学
(Weiler and Feyerabend)やオラン






raphanusanins や 4-MTBI 、トウモ
ロ コ シ 芽 生 え か ら benz- 











物 質 の う ち 、 raphanusanins と
benz- oxazinoids の生合成経路を調
べ た 結 果 、 myrosinase や β
-glucosidase の 遺 伝 子 発 現 や 酵 素
活性が光照射で短時間で高められ、
不 活 性 型 の MTBG や  DIMBOA- 
glucoside から糖が切り出され、活
性 型 の raphanusanins や benz- 




































ル 化 し た 。 得 ら れ た 化 合 物 7 に
2,3,4,6-tetra-O-acetyl-1-thio-β-D-gluco
pyranose を 反応さ せ、 脱保護 の後に
Dess-Martin 酸化により、アルデヒド体 2 へ
誘 導 し た 。 得 ら れ た 化 合 物 2 と
triphenylphosphonium thiomethylmethylide




























な お 、 bx1 変 異 株 は Maize Genetics 




















ら 2 cm の幅で、トウモロコシ芽生えの場合
は幼葉鞘と中胚軸とのジャンクションのよ
























用いた(Pomar et al., Protoplasma, 2002)。
染色液はフロログルシノールを 99.5%エタノ
































7 をチオグルコシル化してアルデヒド体 2 に
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